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第４ 章 防災まちづく り の進め方 

（ １ ） 主体ごと の役割 

本能学区では、 一人ひと り 、 町内会、 学区が相互に協力・ 連携を図り ながら 、 防災

まちづく り の取組を進めていき ます。 また、 防災まちづく り の取組に当たっ ては、 関

係機関等と も 連携し て取り 組んでいき ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本能学区 

 

お
店
や 

 

ホ
テ
ル
等 

関係機関等 

一人ひと り  

◆防災意識の向上 
◆隣近所、町内会の日常的なコミュニケーションの充実 
◆「防災まちづくり」の取組への参加・協力      等 

学区（自治連合会、自主防災会、本能消防分団、各種団体等） 

◆『防災まちづくり計画』の取組の推進 
◆「防災」に対する学区全体の機運づくり・意識づくり 
◆行政や専門家とのネットワークづくり       等 

町内会（町内会⻑・防災部⻑） 

◆「防災まちづくり」の取組への理解・協力、住⺠への参加の呼
び掛け 

◆町内への「防災まちづくり」情報の発信 
◆町内の住⺠ニーズや防災上の課題の把握      等 

◆
﹁
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の
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ョ
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充
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等 
 

連携 

連携 

連携 

連携 

京都市 中京区 中京区社会福祉協議会 
京都市景観・まちづくりセンター  等 

大学、専門家、まちづ
くりボランティア 等 

連携 

連携 

連携 

消防、警察 等 
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（ ２ ）「 一人ひと り 」 の役割 

災害に強いまちをつく るためには、一人ひと り の防災まちづく り の取組が不可欠で

す。防災まちあるき や総合防災訓練など、学区の防災まちづく り の取組の機会を活用

するなどし て、 一人ひと り の防災まちづく り の取組を 確認し 、「 防災」 に対する意識

や関心を高めていきます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

防災まちづく り チェ ッ ク シート 【 一人ひと り 版】  

自分が取り 組んでいるこ と を確認し よう ！ 

 

目標１ ご近所、町内の繋がり、助け合いで安全な「暮らし」をつくる 

□ ①あいさつ、声掛けなど、日頃から近所付き合いを大切にしている 

□ ②学区や町内の行事に参加している 

□ ③非常持出袋（防災袋）を準備している 

□ ④ハザードマップで自宅周辺の被害の状況を確認している 

□ ⑤回覧板などで「防災」に関する情報を確認している 
 

目標２ 京都らしさを⼤切にしつつ、災害に強い「いえ」をつくる 

□ ⑥家具の固定など、家の中の安全対策をしている 

□ ⑦自宅に火災報知器や感震ブレーカーをつけている 

□ ⑧耐震診断や耐震改修などの補助金があることを知っている 

□ ⑨燃えやすいものを玄関先や家の周りに置かないようにしている 

□ ⑩自分の町内にある空き家を知っている 
 

目標３ 日々の暮らしを支え、 
             災害時にも安全に避難できる「みち」をつくる 

□ ⑪植木鉢や自転車など、家の周りは整理・整頓している 

□ ⑫自宅から「地域の集合場所」までの避難経路を確認している 
 

目標 4 地域の特徴を活かした安全な「まち」をつくる 
□ ⑬自分の町内の「地域の集合場所」を知っている 

□ ⑭本能学区の「避難所」を知っている 

□ ⑮町内のマンションやホテル等を確認している 
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（ ３ ）「 町内会」 の役割 

町内の防災まちづく り の取組についても 、学区の防災まちづく り の取組の機会を 活

用するなどし て、町内の防災まちづく り の取組を 確認し 、町内の防災力を 高めていき

ます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

防災まちづく り チェ ッ ク シート 【 町内会版】  

町内の「 防災」 の取組を確認し よう ！ 

 

目標１ ご近所、町内の繋がり、助け合いで安全な「暮らし」をつくる 

□ ①学区や町内の行事への参加を呼び掛けている 

□ ②町内会に入っていない方に町内会への加入を呼び掛けている 

□ ③行政や学区からの「防災」に関する情報を住民に伝えている 

□ ④総会や地蔵盆など、町内の集まりの際に「防災」ついて話をしている 

□ ⑤災害時に安否確認が必要な方を確認している 

□ ⑥災害時の安否確認や救出救護などの役割分担を確認している 

□ ⑦町内の消火器や防火バケツを確認している 
 

目標２ 京都らしさを⼤切にしつつ、災害に強い「いえ」をつくる 

□ ⑧「いえ」に関する行政の支援制度などを住民に伝えている 

□ ⑨町内にある空き家や空き家所有者、連絡先などを把握している 

□ ⑩町内にあるマンションの防災への取組を呼び掛け、支援している 
 

目標３ 日々の暮らしを支え、 
             災害時にも安全に避難できる「みち」をつくる 

□ ⑪ブロック塀の改善など、行政の支援制度などを住民に伝えている 

□ ⑫「地域の集合場所」から避難所への避難経路の安全性を確認している 
 

目標 4 地域の特徴を活かした安全な「まち」をつくる 
□ ⑬町内の「地域の集合場所」を町内で共有している 

□ ⑭町内の「地域の集合場所」周辺の安全性を確認している 

□ ⑮災害時におけるマンションやホテル等との連携を進めている 

□ ⑯お店や事業所などの方と、日頃からコミュニケーションをとっている 
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（ ４ ） 取組スケジュ ール 

本能学区では、 毎年度、 自主防災会が各町内会の防災部長を 対象と し た総会、 本能

学区の住民を 対象と し た総合防災訓練に取り 組んでいます。こ う し た機会と 連携し て

「 防災まちづく り 」 の取組を 企画・ 実践し ていき ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

▼ 自主防災会総会 

◆防災部長を 対象に、 災害時の町内会のリ ーダーと し て、「 防災まちづく り 」 の取

組や助成制度等を 学習し たり 、 町内の課題を 解決する ための対策などについて

意見交換を 行う 『 防災まちづく り 勉強会・ 意見交換会（ ワーク ショ ッ プ）』 の

開催を検討し ます。  

◆『 防災まちづく り チェ ッ ク シート 【 町内会版】』 を 活用し 、 町内会の防災の取

組の確認、 町内会の取組の実践を 促し ます。  

 

自主防災会 

総会 

(５ ～６ 月頃  

総合防災 

訓練 

(１ ～２ 月頃  

夏祭り など 
学区の取組や
町内の行事 

「 防災」 に関する 

学区の 

年間サイ ク ル 

▼ 総合防災訓練 

◆大規模災害時における避難所での避難者対応や、 発生し う る 様々な出来事など

を ゲーム感覚で体験し 、 避難所運営に関する 知識や運営のポイ ン ト などを 学習

する『 避難所運営ゲーム（ HUG）』 の開催を 検討し ます。 また、 本能学区の避難

所運営の課題に合わせて、 話し 合いの基と なるゲームを検討し ます。  

◆『 防災まちづく り チェ ッ ク シート 【 一人ひと り 版】』 を活用し 、 一人ひと り の

防災まちづく り の取組の確認、「 防災」 に対する意識や関心の向上につなげます。 

 

 

▼ 夏祭り など学区の取組や町内の行事 

◆取組や行事と 連携し て「 防災まちづく り 」 の情報発信等に取り 組みます。  

子ども の参加 
などの企画を 含
め、 防災意識を
高める「 防災ま
ちあるき」 を 検

討し ます。  

消防分団や民生
児童委員会な

ど、 各種団体と
連携し た取組

も 検討し ます。  
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■（ 仮称）『 本能学区 避難・ 避難所開設・ 運営ゲーム』 のイ メ ージ（ 案）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▼ ゲームの目的 

・ 大き な災害が発生し た場合に開設する避難所は、 地域住民で協力し て開設・ 運営

する必要があり ます。 こ のため、 避難する住民同士が協力し 合いながら 避難所を

開設・ 運営し ていけるよう 、 避難から 避難所の開設・ 受付、 避難所の運営などの

各段階におけるポイ ン ト を 考え、 学びます。  

 

▼ ゲームの進め方 

・ 避難所では、 様々な事情を 抱えた人が避難す

るため、 その都度、 いろ いろ な判断が必要に

なり ます。  

・『 本能学区 避難・ 避難所開設・ 運営ゲーム』

では、 状況に応じ て判断が必要になる 出来事

が何枚も のカ ード になっ ています。  

・ グループごと に、 参加者の１ 人がカ ード を 引

き 、 カ ード に書いてある 出来事について、 自

分の考えを青色のふせんに書き 込み、その後、

グループ全員で意見交換し ます。 グループメ

ンバーの意見は黄色のふせんに書き 込んでお

き まし ょ う 。  

・ グループの考えがまと まっ た場合、まと まっ た考え方等をピンク 色のふせんに書

き まし ょ う 。 グループの考えがまと まら ない場合は、 残り 時間を 見て、 次のカ ー

ド に進みまし ょ う 。（ 通常は、 １ カ ード 、 ３ 分く ら いが目安です。）  

・ 付属し てある避難所の図面や備蓄品の情報を 一緒に確認し ながら 、 ゲームを 進め

まし ょ う 。  

・ 制限時間がき たら 、 グループごと に、 意見交換・ 考えたカ ード の数、 グループで

考えがまと まっ たカ ード の数を確認し 、グループごと の発表を 通し て参加者全員

で共有し まし ょ う 。 グループで考えがまと まっ たカ ード の数が多いほど、 避難や

避難所の開設・ 運営がスムーズにでき ると 言えるでし ょ う 。  

・ 避難所で判断が必要になる出来事や、 判断の際にポイ ント になるこ と 等を 事前に

確認し 、 事前に準備でき るこ と があれば、 大き な災害に備えて計画的に準備を 進

めていき まし ょ う 。 災害から 命と 財産を守るためには、 事前の備えが大切です。 

 

 

 

 

 

◆カードは、「発災後から避難まで」（青色）、「避難所の開設・受付」（黄色）、
「避難所の運営」（ピンク色）の段階ごとにそれぞれ約 20 枚あり、段階ごと
に、通し番号が大きくなるにつれて、判断が必要になる出来事が難しくなり
ます。 

◆目的や参加者、ゲーム時間に応じて、使用するカードを選択すると（例えば、
青色の「発災後から避難まで」の段階だけのカードを使うとか、３つの段階
の 10 枚だけをそれぞれ使うなど）、初心者から上級者まで楽しめます。 

◆制限時間は、概ね１時間程度が目安になります。 
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▼ 意見交換のまと め方 

・ グループで話し 合っ た内容は、 グループ発表を意識し て「 取り まと めシート 」 に

まと めまし ょ う 。 災害前にでき るこ と は、 何から 取り 組むかも 整理し まし ょ う 。 
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町内会ごとに高齢者
など安否確認が必要
な人を把握しておく 

学区として、ペット
の避難の考え方をま
とめておく 

ホテル等と災害時の
連携体制について協
力をお願いしておく 



 

 

 

  



 

 

 

 

 


